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大
原
合
戦
（
大
保
原
合
戦
と
も
言
う
）
は
、
一

三
五
九
年（
南
朝
正
平
十
四
年　

北
朝
延
文
四
年
）

八
月
に
懐
良
親
王
を
奉
じ
た
菊
池
武
光
を
中
心
と

す
る
南
朝
方
征
西
府
軍
と
、
北
朝
方
少
弐
頼
尚
軍

と
が
大
保
原
を
中
心
に
戦
っ
た
大
合
戦
で
、
関
ヶ

原
の
合
戦
、
川
中
島
の
合
戦
と
並
ん
で
日
本
三
大

合
戦
の
ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
の
騒
乱
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
い
た

中
世
戦
記
の
傑
作
「
太
平
記
」
に
は
、
両
軍
の
死

者
合
わ
せ
て
五,
四
〇
〇
人
を
超
え
る
激
戦
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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一
三
五
九
年
七
月
、
懐
良
親
王
を
大
将
と
し
て
、

征
西
府
軍
が
太
宰
府
へ
攻
め
寄
せ
て
来
る
と
い
う

情
報
を
得
た
少
弐
頼
尚
は
、
敵
を
迎
え
撃
と
う
と

筑
後
に
出
陣
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

両
軍
の
陣
容
は

　
【
北
朝
方
】

　

大
将　

少
弐
頼
尚
（
太
宰
府
筑
後
守
）

　
　
　
　
　
　

以
下
六
〇,
〇
〇
〇
騎

　

杜
の
渡
（
え
ず
り
の
わ
た
し:

現
久
留
米
市
宮
ノ

陣
）
を
前
に
し
て
味
坂
の
庄
（
現
小
郡
市
鯵
坂
）

に
陣
を
と
り
ま
し
た
。

　

一
方

　
【
南
朝
方
】

　

大
将　

懐
良
親
王
（
征
西
将
軍
）

　
　
　
　
　
　

以
下
四
〇,
〇
〇
〇
騎

　

※
諸
説
あ
り
、
八,
〇
〇
〇
騎
と
も
い
う
。

は
、
高
良
山
、
柳
坂
、
水
縄
山
の
三
か
所
に
陣
を

と
り
ま
し
た
。

　

七
月
十
九
日
に
、
南
朝
菊
池
勢
が
手
勢
五,
〇

〇
〇
騎
を
率
い
て
筑
後
川
を
打
ち
渡
り
、
少
弐
勢

に
向
か
っ
て
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

少
弐
頼
尚
は
、
応
戦
せ
ず
に
約
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
後

退
し
、
大
原
（
現
大
保
原
）
に
陣
を
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
膠
着
状
態
が
続
い
た
後
、
八
月
六
日

（
八
月
十
六
日
と
い
う
説
も
あ
る
）
夜
半
、
菊
池

勢
は
夜
襲
に
慣
れ
た
兵
を
連
れ
て
敵
の
後
背
に
迂

回
さ
せ
、
主
力
の
兵
七,
〇
〇
〇
騎
を
三
手
に
分

け
、
筑
後
川
の
端
に
沿
っ
て
川
音
に
紛
れ
て
地
形

の
険
し
い
ほ
う
か
ら
少
弐
陣
に
接
近
し
ま
し
た
。

　

少
弐
勢
が
前
方
か
ら
接
近
す
る
菊
池
勢
に
気
づ

く
と
同
時
に
後
背
か
ら
迂
回
し
た
三
〇
〇
騎
が

い
っ
せ
い
に
討
ち
入
り
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
同
時

に
鬨
（
と
き
）
の
声
を
あ
げ
、
い
っ
せ
い
に
矢
を

射
掛
け
ま
し
た
。
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こ
う
し
て
、
戦
い
は
卯
の
刻（
午
前
六
時
）か
ら

酉
の
刻（
午
前
七
時
）ま
で（
実
際
は
午
前
二
時
か

ら
午
前
十
時
ま
で
と
も
言
わ
れ
る
）続
き
ま
し
た
。

少
弐
勢
は
、
一
族
の
者
を
は
じ
め
家
臣
や
兵
士
三,

〇
〇
〇
人
以
上
が
討
た
れ
、
太
宰
府
へ
退
却
し
ま

し
た
。

　

一
方
の
菊
池
勢
も
勝
っ
た
と
は
い
え
討
ち
死
に

し
た
も
の
は
一,
八
〇
〇
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
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合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
小
郡
市
周
辺
に
は
、
大
原

合
戦
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
童
の
大
中
臣
神
社
境
内
に
あ
る
藤
（
将
軍
藤
）

は
、
征
西
将
軍
懐
良
親
王
が
大
原
合
戦
で
大
け
が

を
し
た
際
、
大
中
臣
神
社
の
加
護
に
よ
り
全
快
し

た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
献
納
の
藤
の
木
を

手
植
え
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
原
合
戦
で
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
し
た

菊
池
武
光
公
が
、
戦
い
で
使
っ
た
太
刀
を
川
で

洗
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
在
の
三
井
郡
大
刀

洗
町
の
名
前
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
市
内
各
所
に
合
戦
に
ま
つ
わ
る
史

跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
市
役
所
横
の
東
町
公
園
に

は
五
五
〇
年
・
六
〇
〇
年
そ
れ
ぞ
れ
に
建
立
さ
れ

た
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
は
、
一
三
五
九
年
の
大
原
合
戦
か
ら
ち
ょ

う
ど
六
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
内
各
団
体
の

有
志
で
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
大
原
合
戦
の

火
蓋
が
切
ら
れ
た
八
月
六
日
を
中
心
と
し
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

遥
か
六
五
〇
年
前
に
小
郡
一
帯
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
合
戦
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る
と
と

も
に
、
現
在
の
よ
う
に
平
和
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
、

平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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